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か
ら
︑
五
條
市
の
県
有
地
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め

に
送
配
電
網
を
整
備
す
る
案
に
触
れ
ま
し
た
︒
し
か

し
︑
実
際
に
は
現
在
の
電
力
供
給
源
が
水
力
発
電
な

の
か
︑
原
子
力
発
電
所
や
火
力
発
電
所
か
ら
の
供
給

な
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
関
西
電
力
が
新
た
な
送
電
ル
ー
ト
を
見
直
す

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
と
し
︑
県
が
関
西
電
力
に

対
し
て
費
用
を
負
担
す
る
か
ど
う
か
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
︒

一
方
︑
知
事
は
災
害
時
に
送
電
網
が
寸
断
さ
れ
る
リ

ス
ク
に
対
し
て
懸
念
を
示
し
︑
防
災
拠
点
や
孤
立
し

た
集
落
へ
の
非
常
用
電
源
供
給
の
た
め
に
︑
自
立
型

電
源
と
し
て
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
︒
経
済
的
な
観
点
か
ら
も
︑
民
間
に
太
陽
光

発
電
施
設
を
設
置
さ
せ
︑
そ
の
売
電
収
入
の
一
部
を

県
に
還
元
す
る
ス
キ
ー
ム
を
提
案
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑
記
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
︑
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
不
要
と
結
論
付
け
ら
れ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
は
︑
﹁
現
時
点
で
仮
定
の
質
問
に
は
答
え
ら
れ

な
い
﹂
と
述
べ
つ
つ
も
︑
蓄
電
池
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
届
け
る
ス
キ
ー
ム
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示

し
ま
し
た
︒

　

次
回
の
検
討
部
会
で
は
︑
河
田
部
会
長
の
問
題
提

起
を
踏
ま
え
︑
送
配
電
網
の
現
状
や
災
害
時
の
影
響

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
議
論
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
︒
山
下
知
事
は
︑
関
西
電
力
と
の
協
議
を
通

じ
て
︑
県
内
の
送
配
電
ル
ー
ト
や
災
害
時
の
対
策
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
︑
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い

く
と
述
べ
ま
し
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
作
業
部
会
で

も
は
っ
き
り
と
不
要
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
こ

と
を
真
摯
に
う
け
と
め
︑
早
急
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建

設
計
画
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
降
ろ
す
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
︒

[

災
害
応
急
対
策
検
討
部
会
と
は]

大
規
模
か
つ
広
域

的
な
災
害
が
発
生
し
た
際
︑
人
的
・
物
的
支
援
を
迅

速
か
つ
円
滑
に
受
け
入
れ
る
な
ど
防
災
体
制
の
構
築

が
必
要
と
な
る
た
め
︑
想
定
さ
れ
る
災
害
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
︑
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
方
針
な
ど
県
全
体

の
防
災
体
制
に
つ
い
て
︑
﹁
︵
仮
称
︶
奈
良
県
総
合

防
災
体
制
基
本
構
想
﹂
と
し
て
と
り
ま
と
め
に
向

け
︑
有
識
者
に
意
見
を
い
た
だ
く
場
と
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
︒

災
害
応
急
対
策
検
討
部
会

　

こ
ん
に
ち
は
西
川
ひ
と
し
で
す
︒
暑
さ
厳
し
い
お

り
︑
熱
中
症
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒
さ
て
︑
７
月
３
日
に
閉
会
し
た
６
月
議
会

に
お
き
ま
し
て
当
会
派
の
中
野
雅
史
氏
を
議
長
に
選
出

し
︑
私
は
総
務
警
察
委
員
会
の
委
員
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
こ
と
︑
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
ま

た
︑
﹁
奈
良
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
額
︑
費
用
弁
償

額
及
び
期
末
手
当
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
﹂
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
︒
今
回
の
県

政
報
告
で
は
︑
山
下
真
知
事
が
唐
突
に
発
表
し
︑
関
係

者
に
混
乱
を
与
え
て
い
る
五
條
市
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

件
を
取
り
上
げ
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

７
月
１
０
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
災
害
応
急
対
策

検
討
部
会
に
お
い
て
︑
河
田
部
会
長
が
﹁
配
電
網
さ
え

し
っ
か
り
整
備
す
れ
ば
︑
災
害
時
で
も
電
力
不
足
に
陥

る
危
険
性
は
少
な
く
︑
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
不
必
要
だ
﹂

と
発
言
し
た
こ
と
で
︑
山
下
知
事
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
構

想
に
ひ
び
が
入
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
山
下
知
事
は
河
田

部
会
長
の
趣
旨
を
完
全
に
は
理
解
し
て
い
な
い
と
し
つ

つ
も
︑
災
害
時
に
水
力
発
電
所
が
使
用
で
き
る
と
い
う

意
見
に
︑
山
下
知
事
は
︑
奈
良
県
南
部
に
水
力
発
電
所

奈
良
県
議
会
議
員
︵
葛
城
市
選
挙
区
︶　

会
派
︓
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
不
必
要

西川
ひとし
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債
務
不
履
行
で
県
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
提
訴

山
下
知
事
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
構
想
に
ひ
び

国
へ
１
７
の
要
望
を
ま
と
め
る

五條市の用地

◎部会長
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奈良県の‶北高南低”解消︕

ひとしのひとりごとひとしのひとりごと

〇…報道でもご承知のことと思いますが、山下知
事は、新型コロナウイルスに関連する業務委託に
おいて、約6400万円の過払いがあったとして、大
手旅行会社「JTB」に対して損害賠償を求め、今議
会でも承認されました。
〇…この問題は奈良県がJTBと新型コロナウイルス
感染防止対策を実施する飲食店を認証する事業な
ど、計33件、総額170億円以上の業務委託契約を
締結した中で発生しました。そのうち9つの事業に
おいて、約6400万円の過払いが疑われています。
県の監査により、事業の実施状況の確認が不十分
であると指摘され詳細な調査が行われました。
〇…その結果、JTB側が提出した実績報告書と勤務
実態に違いがあることが判明し、県は関連する資
料の提出を求めましたが、JTBがこれに応じなかっ

たため、訴訟を提起することにしたものです。
〇…さらに、県はこの他にも同様の不一致がある
として、過払い金は最大で2億円に上る可能性があ
るとしています。山下知事は「県が指摘したにも
かかわらず、差額の返還に応じてもらえなかった
ため提訴することにした」と述べています。
〇…今回の訴訟提起は、奈良県にとって重大な一
歩です。新型コロナウイルス対策に関連する業務
委託契約において、県が過払い金の返還を求める
ことは、公正かつ透明性のある行政運営のために
不可欠です。特に、膨大な予算が投入される中で
の不正や誤りを見逃さない姿勢は、県民の信頼を
守るためにも重要です。
〇…一方で、JTBの反応からは、今回の事態が予期
せぬものであったことが伺えます。契約内容の解
釈や運用において、両者の間に認識の違いがあっ
た可能性も否定できません。こうした背景を考慮
すると、今後の裁判では、双方の主張がどのよう
に整理されるのかが注目されます。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
の
提
訴
は
透
明
性

の
あ
る
行
政
運
営
に
不
可
欠

県政 ニュース
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
に
お
い
て
︑

名
古
屋
以
西
の
駅
位
置
が
ル
ー
ト
に
影
響
す

る
た
め
︑
﹁
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
三
重
・
奈

良
・
大
阪
建
設
促
進
連
携
会
議
﹂
が
設
立
さ

れ
︑
三
重
・
奈
良
・
大
阪
の
行
政
課
題
を
共

有
し
︑
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
︒
こ
の
会
議
の
結
果
概
要
は
︑
後
日
各
府

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
共
有
さ
れ
る
予
定
で

す
︒

　

会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
︑
三
重
県
地
域
連

携
・
交
通
部
長
︑
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
部
長
︑
大
阪
府
都
市
整
備
部
長
が
含
ま

れ
︑
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
国
土
交
通
省
鉄

道
局
幹
線
鉄
道
課
長
や
東
海
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
中
央
新
幹
線
推
進
本
部
副
本
部
長
が
参

加
し
ま
す
︒

　

令
和
７
年
度
政
府
予
算
編
成
等
に
向
け
︑

県
の
重
点
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

国
の
予
算
の
確
保
及
び
制
度
の
創
設
・
拡
充

等
に
つ
い
て
︑
１
７
項
目
の
提
案
・
要
望
を

関
係
省
庁
に
行
い
ま
す
︒

　
①「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連

資
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
支
援
（
文
化

庁
）②
保
育
士
の
処
遇
改
善
（
こ
ど
も
家

庭
庁
）③
保
育
所
等
に
お
け
る
児
童
の
健

康
診
断
の
実
施
方
法
の
明
確
化
等
（
こ
ど

も
家
庭
庁
）【
新
規
項
目
】④
児
童
虐
待
防

止
体
制
の
充
実
（
こ
ど
も
家
庭
庁
）【
新

規
項
目
】⑤
地
域
脱
炭
素
化
・
水
素
社
会

実
現
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
（
経
済
産

業
省
・
環
境
省
）⑥
観
光
地
域
づ
く
り
に

対
す
る
支
援
の
改
善
（
観
光
庁
）【
新
規

項
目
】⑦
農
振
法
改
正
に
よ
る
農
用
地
面

積
目
標
の
柔
軟
な
運
用
（
農
林
水
産
省
）

【
新
規
項
目
】⑧
防
災
・
減
災
対
策
等
へ
の

継
続
的
な
支
援
（
内
閣
官
房
・
総
務
省
）

⑨
大
規
模
災
害
の
対
応
力
強
化
〜
流
域
治

水
の
推
進
〜
（
総
務
省
・
国
土
交
通
省
）

⑩
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
強
化
〜
土
砂

災
害
対
策
の
推
進
〜
（
国
土
交
通
省
）⑪

広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
加
速

（
国
土
交
通
省
）⑫（
仮
称
）
奈
良
Ｉ
Ｃ
へ

の
ア
ク
セ
ス
整
備
と
交
通
結
節
点
機
能
等

の
強
化
（
国
土
交
通
省
）⑬
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対

策
と
下
水
汚
泥
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進

（
国
土
交
通
省
）⑭
近
鉄
大
和
西
大
寺
駅
・

平
城
宮
跡
周
辺
の
渋
滞
踏
切
の
解
消
に
向

け
た
取
組
（
連
続
立
体
交
差
事
業
等
）
の

推
進
（
国
土
交
通
省
）⑮
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
「
奈
良
市
附
近
駅
」
早
期
確
定
へ
の

支
援
（
国
土
交
通
省
）⑯
平
城
宮
跡
歴
史

公
園
、
奈
良
公
園
、
飛
鳥
・
藤
原
地
区
の

整
備
推
進
（
国
土
交
通
省
）⑰
こ
ど
も
、

子
育
て
に
や
さ
し
い
公
園
機
能
の
拡
充
の

推
進
（
国
土
交
通
省
）【
新
規
項
目
】

1
7
項
目
の
提
案
と
要
望

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

三
重
・
奈
良
・
大
阪
会
議
設
置
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